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⑤ 庶民の文化 

 ここまで幕末期に発生した大事件にまつわる瓦版や史料をみてきましたが、最後に、庶民文化に関す

る番付を紹介しましょう。 

 江戸時代後期になると、江戸や京都といった大都市はもちろん、地域社会でも祭礼・文芸・芸能など

庶民の文化が発達しました。広く多くの人々に情報を伝達するために、文化面でも多様な刷物が発行さ

れました。 

 

№28 

山王
さんのう

御祭礼
ご さ い れ い

附祭
つけまつり

番附
ばんづけ

 

嘉永 7（1854）年閏 7 月 23 日 

森島國男家文書 C2296        

 江戸の山王権現（現在の日枝
ひ え

神社）の祭礼で、江戸三大祭の一つ「山王祭」の行列を描いた絵入り 3

枚続きの番付です。【第 3 紙の写真は表紙参照】 

山王祭では、町人たちが当時流行した芝居の一場面などを題材に、さまざまな趣向を華麗に演出して

行列に参加しました。これを「付祭
つけまつり

」といい、各町が評判を競い合いました。 

 祝園村の森島清右衛門も、江戸滞在中に山王祭を見物してこの番付を買い求めたのでしょうか。 

 

  
№28（第 2紙） 

 

 

№28（第 1紙） 
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№29 

相撲番付 

（江戸時代後期）2 月 22 日興行 

森島國男家文書 C2329        

 神童子村（木津川市山城町）で開

催された相撲興行の番付です。最上

段には京都相撲などで活躍したプロ

力士の名もみられます。一方、3～4

段目の力士は、地元（京都府南部）

や大和国（奈良県）の草相撲の力士

（アマチュア）たちと考えられます。

京都からプロ力士を「目玉」に招い

て、地元や近隣のアマチュア力士た

ちも交じり興行を行ったのでしょう。

大勢の力士の存在から、江戸時代後

期にはこの地で草相撲が盛んであっ

たことが分かります。 

 江戸時代の力士には立派な墓石を

遺している人も多く、京都府南部で

もたくさんの力士の墓が確認されて

います（竹森章『京都・滋賀の相撲』）。 

 中央柱書 4～5 段目の「頭取」とは、

現役を引退した力士で、地域で弟子

の指導や興行の運営に携わった親方

です。この内、4 名（切嶋・玉千鳥・重松・朝日山）については、下記の通り、京田辺市・精華町・木

津川市に墓が現存します。いずれも「門弟中」によって建てられた墓です。 

このことから、綴喜郡・相楽郡の頭取たちが協力して、神童子村の相撲興行を運営していたことが分

かります。彼らはセミプロ的な存在として地域の力士たちをリードし、プロ（京都相撲）やアマ（地域

の草相撲）とのネットワークを築いていたものと考えられます。 

★切嶋吉五郎の墓      （木津川市吐師霊園） 

文久 3（1863）年 9 月 4 日  

切嶋（桐嶋）は一説では祝園村出身 

江戸・京都相撲の番付に名前がみえる 

★玉千鳥清吉の墓      （精華町東畑墓地） 

弘化 4（1847）年 11 月建立 

★重松喜兵衛の墓 （京田辺市興戸寿命寺墓地） 

  安政 6（1859）年建立 

★朝日山六兵衛の墓 （京田辺市水取墓地） 

安政 3（1856）年 9 月建立 
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№30 

城南囲碁人物集 

安政 3（1856）年 1 月 

森島國男家文書 C2509 

 

久世・綴喜・相楽郡の囲碁番付。木津川

を境に東西に分け、おおむね東方（右）に

は現在の宇治市・城陽市・宇治田原町・井

手町・山城町・和束町、西方（左）には現

在の淀・八幡市・京田辺市・精華町・木津

町・笠置町の「碁打ち」たちを相撲番付に

見立てて配したものです。 

村々の寺院（僧）や神職を中心に、村役

人や宇治の茶師らの名前が列挙されてい

ます。精華町域からも 23 名が掲載されて

います。 

この番付は、近世後期の南山城地域にお

ける文化交流のネットワークを示す興味

深い資料です。 

 ＊№30の大きな写真は、『森島國男家文書目録』

二（精華町教育委員会、2012 年）の口絵に掲載

されています。 

 

＜凡例＞ 

・この冊子は、平成 26（2014）年 8月 20～24 日、精華町

役場交流ホールにおいて、精華町教育委員会が開催した

「文化財〈古文書〉展示 一挙公開！幕末のかわら版 ～

アノ事件からコノ事件まで～」の展示解説をまとめたもの

である。 

・瓦版の法量等については『森島國男家文書目録』二（精

華町教育委員会、2012 年）を参照されたい。 

・解説文は、生涯学習課非常勤嘱託職員（古文書等調査員） 

中川博勝が執筆した。 

展示解説 

文化財〈古文書〉展示 一挙公開！幕末のかわら版 

～アノ事件からコノ事件まで～ 

 

  平成 26（2014）年 8 月 

  精 華 町 教 育 委 員 会 

    京都府相楽郡精華町大字南稲八妻小字北尻 70 

    電話 0774-95-1907（生涯学習課） 

 


